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モ
ハ
メ
ド
・
デ
ィ
ブ
（
ム
ハ
ン
マ
ド
・
デ
ィ
ー
ブ
、

M
oham

m
ed D

ib

）
は
、
一
九
二
〇
年
に
ア
ル
ジ
ェ
リ

ア
の
古
都
ト
レ
ム
セ
ン
に
生
ま
れ
、
一
九
五
〇
年
代
に

頭
角
を
現
し
た
ア
ル
ジ
ェ
リ
ア
人
作
家
の
第
一
世
代
に

属
す
る
。
二
〇
〇
三
年
に
パ
リ
で
没
す
る
ま
で
半
世
紀

に
わ
た
っ
て
豊
か
な
執
筆
活
動
を
続
け
、
ア
ル
ジ
ェ
リ

ア
で
最
も
敬
愛
さ
れ
る
偉
大
な
詩
人
・
小
説
家
と
な
っ

た
。

　『
大
き
な
家
（La grande m

aison

）』（
一
九
五
二

年
）
を
嚆
矢
と
す
る
「
ア
ル
ジ
ェ
リ
ア
三
部
作
」
は
植

民
地
末
期
の
ア
ル
ジ
ェ
リ
ア
人
た
ち
が
貧
し
い
暮
ら
し

の
中
で
新
し
い
意
識
に
目
覚
め
て
ゆ
く
様
を
描
き
、
来

る
べ
き
革
命
を
予
見
す
る
。
ア
ル
ジ
ェ
リ
ア
戦
争
中

（
一
九
五
四
―
一
九
六
二
年
）
に
発
表
さ
れ
た
『
ア
フ

リ
カ
の
夏
（U

n été africain

）』（
一
九
五
九
年
）
は

独
立
運
動
を
背
景
に
若
い
女
性
の
自
我
の
揺
ら
ぎ
を

前
景
化
し
、
本
邦
で
も
一
九
七
八
年
に
ア
ジ
ア
・
ア

フ
リ
カ
主
義
の
文
脈
で
翻
訳
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
後
、

『
誰
が
海
を
憶
え
て
い
る
の
か
（Q

ui se souvient de la 

m
er

）』（
一
九
六
二
年
）
以
降
、
文
体
は
レ
ア
リ
ス
ム

の
圏
域
を
離
れ
、『
ハ
ベ
ル
（H
abel

）』（
一
九
七
七
年
）、

『
ス
ィ
ー
モ
ル
グ
（Sim

orgh

）』（
二
〇
〇
三
年
）
な
ど

の
極
め
て
詩
的
で
難
解
な
テ
ク
ス
ト
を
紡
ぎ
出
す
こ
と

に
な
る
。
一
九
九
四
年
に
は
、
ア
カ
デ
ミ
ー
・
フ
ラ
ン

セ
ー
ズ
の
フ
ラ
ン
コ
フ
ォ
ニ
ー
大
賞
を
授
与
さ
れ
た
。

　
こ
こ
に
訳
出
し
た
「
旅
人
」
は
、
独
立
戦
争
直
後
の

一
九
六
六
年
に
出
版
さ
れ
た
短
編
集『
タ
リ
ス
マ
ン（Le 

Talism
an

）』
の
最
後
か
ら
二
つ
目
の
短
編
だ
が
、
書

籍
と
同
名
の
最
後
の
短
編
「
タ
リ
ス
マ
ン
」
の
方
は
、

ア
ジ
ア
・
ア
フ
リ
カ
作
家
会
議
の
国
際
文
芸
誌
『
ロ
ー

タ
ス
』
に
も
掲
載
さ
れ
、
お
そ
ら
く
そ
の
流
れ
で
野
間

宏
責
任
編
集
の『
現
代
ア
ラ
ブ
文
学
選
』（
一
九
七
四
年
）

に
訳
出
さ
れ
て
い
る（
日
本
語
タ
イ
ト
ル
は「
呪
文
」）。

戦
争
で
殲
滅
さ
れ
た
村
に
死
者
の
魂
が
帰
還
し
て
語
る

と
い
う
結
構
の
独
自
性
が
高
く
評
価
さ
れ
る
「
タ
リ
ス

マ
ン
」
だ
が
、
そ
の
語
り
の
無
名
性
と
自
我
の
集
合
性

も
ま
た
従
来
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
小
説
と
は
一
線
を
画
す
る

も
の
だ
ろ
う
。

　「
旅
人
」
は
、
察
す
る
に
独
立
戦
争
中
の
ア
ル
ジ
ェ

リ
ア
の
港
町
が
舞
台
で
、
ビ
ス
ト
ロ
を
営
む
マ
ル
タ
人

ル
イ
と
客
の
「
旅
人
」
と
の
要
領
を
得
な
い
会
話
が
描

か
れ
る
だ
け
の
作
品
で
あ
る
が
、
読
み
進
め
て
い
く

と
、
ど
う
や
ら
こ
の
「
旅
人
」
は
フ
ラ
ン
ス
本
国
か
ら

送
り
込
ま
れ
た
職
業
軍
人
ら
し
い
こ
と
が
分
か
っ
て
く

る
。
こ
こ
で
効
果
的
に
用
い
ら
れ
て
い
る
の
が
一
般
的

な
「
人
」
を
表
し
た
り
一
人
称
複
数nous

の
代
わ
り

に
用
い
ら
れ
る
フ
ラ
ン
ス
語
の
特
殊
な
主
語
人
称
代
名

詞on

で
あ
り
（「
俺
た
ち
は
」「
人
は
」
な
ど
と
訳
出
）、

そ
れ
は
崩
れ
ゆ
く
「
フ
ラ
ン
ス
の
ア
ル
ジ
ェ
リ
ア
」
の

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
で
あ
っ
た
り
、
フ
ラ
ン
ス
か
ら
や
っ
て

き
た
軍
人
た
ち
で
あ
っ
た
り
、
微
妙
な
ニ
ュ
ア
ン
ス
で

そ
の
外
延
を
変
化
さ
せ
て
い
く
。
敵
と
味
方
も
判
然
と

し
な
い
ゲ
リ
ラ
戦
下
の
ア
ル
ジ
ェ
リ
ア
は
ま
た
統
合
さ

れ
ざ
る
人
々
の
坩
堝
で
あ
り
、
そ
こ
に
う
ご
め
く
輪
郭

も
は
っ
き
り
し
な
け
れ
ば
可
塑
的
で
も
あ
る
集
合
性

が
、
珍
し
く
も
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
の
会
話
を
通
し
て
ぼ
ん

や
り
と
浮
か
び
上
が
っ
て
く
る
と
こ
ろ
に
卓
越
し
た
技

量
が
見
て
と
れ
よ
う
。

　
二
十
世
紀
の
前
半
に
は
む
し
ろ
ア
ル
ジ
ェ
リ
ア
の

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
系
住
民
を
指
し
た
「
ア
ル
ジ
ェ
リ
ア
人
」

と
い
う
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
先
住
の
ア
ラ
ブ
・
ベ
ル

ベ
ル
人
が
自
ら
の
も
の
と
し
て
獲
得
し
て
い
く
の
が
ア

ル
ジ
ェ
リ
ア
・
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
歴
史
で
あ
り
、
植

民
地
支
配
下
に
胚
胎
し
た
彼
ら
の
「
ワ
タ
ン
」
に
誰
が

ど
の
よ
う
に
参
画
す
る
と
考
え
る
の
か
は
現
代
に
至
る

ま
で
議
論
が
絶
え
な
い
。
極
端
な
例
で
言
え
ば
、
当
地

の
二
千
年
の
歴
史
に
参
与
し
た
諸
民
族
と
そ
の
言
語
の

す
べ
て
を
ア
ル
ジ
ェ
リ
ア
の
構
成
要
素
と
み
な
す
者
も

解

説

鵜
戸 

聡
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い
れ
ば
、
ア
ラ
ブ
民
族
と
イ
ス
ラ
ー
ム
に
根
拠
を
求
め

る
者
も
い
る
。
何
よ
り
植
民
地
時
代
に
ア
ル
ジ
ェ
リ
ア

で
生
ま
れ
育
っ
た
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
を
ど
の
よ
う
に
位
置

付
け
る
の
か
は
意
見
の
大
き
く
分
か
れ
る
と
こ
ろ
だ
ろ

う
。

　
デ
ィ
ブ
が「
旅
人
」で
描
い
て
い
る
の
は
、「
ア
ル
ジ
ェ

リ
ア
は
誰
の
も
の
か
」「
ア
ル
ジ
ェ
リ
ア
人
と
は
誰
か
」

と
い
う
問
い
が
武
力
闘
争
の
中
で
問
わ
れ
つ
つ
も
、
単

な
る
ア
ラ
ブ
人
と
フ
ラ
ン
ス
人
の
対
立
に
回
収
さ
れ
な

い
複
雑
な
襞
を
持
っ
た
社
会
の
様
相
で
あ
る
。
お
そ
ら

く
フ
ラ
ン
ス
市
民
権
を
持
っ
た
「
ア
ル
ジ
ェ
リ
ア
人
」

で
あ
る
マ
ル
タ
人
ル
イ
に
と
っ
て
、「
本
国
」
か
ら
や
っ

て
き
た
軍
人
は
（
外
人
部
隊
で
な
け
れ
ば
）
フ
ラ
ン
ス

国
籍
を
共
有
し
つ
つ
も
「
ア
ル
ジ
ェ
リ
ア
」
の
外
部
者

で
あ
り
、
従
業
員
の
サ
イ
ー
ド
は
「
原
住
民
」
で
あ
れ

ど
息
子
同
様
で
自
分
の
側
の
人
間
で
あ
る
。
渦
中
の
人

物
そ
れ
ぞ
れ
に
と
っ
て
ワ
タ
ン
の
風
景
は
異
な
っ
て
見

え
る
だ
ろ
う
し
、
そ
の
姿
は
ま
た
刻
一
刻
と
変
化
し
て

い
る
の
で
あ
る
。

アルジェの海岸

国立図書館から望むアルジェリア独立戦争殉教者記念塔

"Algiers Shore" by Sidkumar23 is licensed under CC by 2.0


